








はじめに 

 新生児の血液凝固～線溶系は,特異な様相を呈し,"胎児性のフィブリノーゲン〃の存在

まで提唱されているが,プロテアーゼの活性化を制御する Protease-Inhibitor の研究は

数少ない。 

 また新生児期には vitamin K 依存因子が欠乏しており,とくに SFD(Small for date 

Infant)や出生時における仮死などの際においては,母体外生活への適応という面からみれ

ば大きな障害である。 

 いっぽう,Vitamin K 依存因子の上昇率はそれらが肝でつくられるゆえに,肝の成熟度を

示すとも考えられるが,他方ではこれら Vitamin K 依存因子の低値は,肝の未熟によるもの

か,又は凝固阻止物質,PIVKA の存在によるものかを追求することもまた重要である。 

 このような観点から,新生児のα1-antitrypsin,Antithrombin Ⅲ,α2-macroylobulin 

によって Protease-Inhibitorの推移をみ,また Nounotest,Thrombotest によって凝固阻止

物質 PIVKA の存在を類推した。(Protein induced vitamin KAntagonist) 


